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助成活動名 医療的ケアが必要な子ども家族のコミュニティ作り 

助成額  700,000 円 

活動内容 

目的 

医ケア児家族のコミュニティを作りと防災意識の啓発を目的とする。 
また、医ケア児を育てる家庭では、保護者が医ケア児の自宅看護などにかかり
きりになるため、他の兄弟姉妹が保護者と一緒に過ごせない淋しい気持ちを我
慢したり、家事や介護の担い手になっていたりする事情も踏まえ、家族全員で
楽しめるイベントやお茶会を実施する。 

内容 

「災害対策」を軸としたホームページでの情報発信を通じて、場所や時間を選
ばないつながり作りと非日常的な避難体験を家族で楽しむアウトドアイベント
と気軽なお茶会を通したリアルなつながりの場を作る。 
〇情報発信 
HP での防災情報周知 
Instagram の開設 
〇イベント・お茶会 
・アウトドアイベント 
防災グッズの展示、防災食の試食、キャンピングカー体験 
有事に備えるべき手動の医療機器を実際に使ってみる 
一般的な防災グッズもそろえ、非常食の試食をする 
子どもたちは、保育士やスタッフとともに月齢に合わせたワークショップをす
る 
一時避難所として活用できるキャンピングカーの展示をする 
バーベキューを楽しむ 
※過年度作成済みの運営マニュアルを活用 
 
・情報交換の場として気軽なお茶会の開催 
医療的ケア児家族で普段の悩みや疑問などを話す。情報共有をする。 

医療機器メーカーや販売店の協力をあおぎ、デモ機を使い、今後の備えの参考に

する。 

成果 

アウトドアイベントや茶話会では普段交流することのない医ケア児家族の交流
ができた。医ケア児の病状は多岐にわたり、参加者の子どもの病状もそれぞれ
違ったので色んな意見や情報交換ができた。医ケア児の兄弟姉妹をもつ子ども
たちにもアウトドアで楽しんでもらうことができた。 
Instagram の活用により岡山県内だけでなく、全国へと繋がりを作ることができ
た。また、HP を通しても当団体の活動を知ってもらうことが可能となり防災意
識、自助での避難の必要性の啓発になった。 

今後の課題と対
応策 

Instagram や HP を活用することにより、繋がりを広げていくことができた半面、個々で活
動しているという問題がみえてきた。個々での活動はもちろん必要なことではあるが、
各々で連携できると更にコミュニティの形成や情報収集の利便性があがると感じた。 



また、実際にアウトドアイベントや茶話会で当事者家族の意見から、まだまだサポート体
制が整っておらず、医ケア児や家族が生きにくい社会であると感じた。 
来年度以降も、ＳＮＳの活用はもちろんのこと、実際に医ケア児家族の意見を反映した気
軽に参加できるイベントを計画し、岡山県から全国へと当団体が行っているひなんピング
という活動を周知してもらえるようにしていく必要がある。 

写真の提出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


